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保証 書

この製品は、厳密な品質管理および検査を経てお届けしたもの

です。正常な使用状態において、万一故障した場合には、お買い

上げ販売店にかならず本保吉正吾をこ提示の上、修理を依頼してく

ださい。別掲の保証規定により無料で修理いたします。

※巨口欄に記入がない場合は、無効となりますので、お買い上げ

矧こかならず記入の有無をこ確認ください。

本保証書は再発行しませんので大切に保管してください。
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G P S ／カーロケ帯受信機搭載

レーダー探知機
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取扱説明書

〈 保証書付〉

G P S －2 2 C R をお買い上げいただき誠にありがとう

ございます。

この取扱説明書は本機を正しくお使いいただくため

のガイドブックです。ご使用になる前に本書をよくお

読みになり、内容を十分理角写された上でご使用くださ

るようお願いします。

また、本書はいつもお手元においてその都度ご参照

ください。
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■1．安全についてのお願いとご注意■
本機を安全にこ使用いただくには、正しい操作と安全に関する注意事項をお守

りいただくことが必要です。本書では最初に、もしお守 りいただかないと重大な

人身事故につながるおそれのある事項を、 ■i警告’’として掲げています。次に、

もしお守りいただかないと、使用者がけがをしたり、製品の故障や損傷につなが

るおそれがある事項を “注意”として掲げています。また、 ■‘機能上の制約”に

ついても説明 しています。

△警 告
（ 人身の安全のためにお守りいただくこと）

○

◎

◎

⑤

○

△
蜃

■運転の妨げにならない場所に取り付けてください。
本機は、運転の曳方げにならないように、フロントガラス（またはダッ

シュボー ド）に取り付けてください。

また、取り付ける際に、本機が落下しないように十分こ三主意ください。

■本機を濡らさないでください。
水につけたり、水をかけたりしないでください。また、濡れた手で操

作しないでください。感電、故障の原因となります。

■車を運転中に本機を操作しないでください。
車を運転中に本機を操作することは交通事故の原因になります。運転

中の操作は絶対に避け、安全運転を心掛けてください。

■ケースは絶対にあけないでください。

本機は精密部品を多数搭載しています。分解や改造をカロえますと故障

が起き、また感電の原因とな ります。

■スピー ドの出しすぎにご注意ください。

本機を取り付けての走行中のスピー ド違反に関して、弊社は一切の責

任を負いません。交通事故を避けるために安全運転を心掛けてください。

■発熱、発臭、発煙を検出した場合には直ちに使用を中止してください。

これらの異常を検出した場合には、直ちに本機の電源を切り、使用を

中止してください。（カー電源コー ドを使用中の場合は、車のシガー

ライターソケ ッ トから抜いてください。）そのまま使用 しますと、火

災や感電の原因になります。修理は貝反売店に依頼してください。お客

様こ白身での修理は絶対に避けてください。
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△注 意
（ けがや本機の故障を避けるためにお守りいただくこと）

◎
0

0

0
竜

■衝撃や強い振動を加えないでください。

衝撃や強い振動をカロえますと、精密部品が壊れ故障の原因になります。

■動作範囲内の温度条件下でご使用ください。

本機は－10 ℃～＋6 0℃の範囲で動作します。この範囲外でこ使矧こ
なりますと古郡章の原因になります。

■高温時の取り扱いにご注意ください。

本体に長時間直射日光が当たりますと、かなり高温になりますので、

本機に触れる際には、十分こ注意ください。

■ケースが汚れた場合は、柔らかい布またはティッシュペーパーで
壬式き取ってください。

シンナー、ベンジン、化学雑巾などを使用しますと、ケースが変形す

るおそれがあります。また、お手入れの際はかならず本磯の電源を切り、

カー電源コー ドを使用中の場合は、車のシガーライターソケットから
抜いてください。

機能上の制約

○ ■日本国内で使用してください。本機の仕様は日本国内向けとなっています。列国では電波方式が異
なりますので、使用できません。

■G P S 電波が受信できない場合はレーダー受信機／カーロケ帯受
信機のみの機能となります。

■周囲の環境により、レーダー及びG P S の電波が受信しにくい場
合があります。

前方に走行中の車（とくに大型車）がいる場合や、カーブ、坂道など

では、電波の探知距離が短くなる場合があります。スピー ドの出やす

くなる下 り坂などでは、 とくに注意 してください。また、金属 コーテ

ィングなどの断熱ガラスを使用している車も受信 しにくい場合があり
ます。

■取締レーダー波以外の電波を受信することがあります。
取締レーダー波以外にも、同じ種類の周波数を使用している ドップラ

ー式自動 ドアおよび車両通過計測器、港湾、航空レーダー、その他電

子機器等に対して反応する場合がありますが、故障ではありません。

－2 一

2 ．製品の構成
お買上げいただいたG P S －2 2 C R は次の品目から構成されています。

●本機 ‥‥

●取り付けステー …

●［吸盤・‥

●カー電源コー ド…

●コー ドクリップ …・

●取扱説明書兼保証書（本紙）

台

個

個

本

個

校

1

－

1

2

1

5

1

※本説明書を紛失、汚損された場合は、切手40 0円分を同封の上 弊社矧こ
ご請求ください。

※別売の リピーク・アンテナについて

本製品を使用する際、天空が開いていないためG P S 電波を受信できない

華や、天空が開いていてもフロントカラ ス等に金属コーティング等の断熱
ガラスを使用しているためG P S 電波を受信しにくい車があります。この

ような場合は、別売のリピータアンテナをこ使用していただくことにより、

安定 したG P S 電波の受信が可能になります。尚、リピータアンテナのご
購入に関しては弊社サービス部までお問い合わせください。
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3 ．主な特長
●G P S アンテナをセットに内蔵した一体型なので取扱いや設置が簡単

●日本国内オービス位置をメモリー
メモリーしてあるオービス位置に近づくとG P S 電波による自車位置測定で肯

と光で警告。

●オリジナルポイント（2 0 ケ所）の登録が可能

一般道など、よく行われている取り締まり現場（ねずみ捕り）で登録をすれば、

あなただけのオ リジナルポイン トがメモリーできます。

●オ リジナルポイン トの警告音のある／／な しが設定可能

オリジナルポイント登録の際、ワンタッチで警告音のある／／′なしを設定できます。

警告音なし設定の場合、レーダー波もカットしますので、自動 ドア等普段よく

ロ鳥る場所でのわずらわしい不要な警告音を完全カットできます。

●緊急車両のカーロケ一夕ーシステム電波が受信可能

緊急車両に搭載されている自車位置測定情報の電波をキャッチすることにより、

いち早く緊急車両へ進路を言衰り、安全な走行ができます。

●一般道／／高速道路詣脚」モー ド搭載
●オービス反応方位は±7 0 こに設定

オービス登録点は位置データの他にも設置方位情報が登録してありますので車

両進行方向とは異なるオービスに反応しにくくなっています。

●G P S の受信状態が一目でわかる」巨D 表示ランプ付

G P S 電波を受信 しているときは点灯

G P S 電波を受信できないときは消灯（G P S による警告はできません）

●レ【 ダー部の感度はノ【 マル／スーパーを用意。状況にあわせ選択できます

●A A C （オートアラームカット）搭載

G P S による車速測定により低速走行、停車時に警告音をカットするA A C 機能

搭載。

●ステルス／新H システム対応

新開発のハイゲイン・ ホーンアンテナ とD ．D ．C ．回路によりクイ ック レスポンス

を実現、微弱な新H システムやステルス波に鋭く反応します。ステルス波を受

信すると、通常とは異なる警告音で矢口らせます。

●後方からのレ一夕【 波もキャッチします。

●D C 12 V ／／2 4 V 対応

一4－

－4 ．各部の名称とはたらき■
⑰

⑬

ク

⑧⑦思

せ

⑨

③

①

∠ク

¢電源スイッチ／A A C スイッチ ④

⑫

⑬

②

1 分

本体の電源をO N ′／／O FF します。さらにA A C ポジションでA A C （オー トアラー
ムカッ ト）がO N になります。

；苫・電源ジャック（D C IN ）

付属のカー電源コー ドを接続 します。
・ ③音量調節つまみ

警告音の音量を調節します。

耳レーダー受信感度切替スイッチ（S 巨N S ）

レーダー波受信感度の設定。ノーマル （N O R M A L）とス1 パー（S U P 巨R ）
の2 モー ド。状況にあわせ選択 して ください。

⑤レーダーランプ（R A D A R ）

レ1 ダー波を受信すると点灯します。レーダー波が最強になると点滅します。
①A A C ／S 巨T ランプ

・ 通常動作モー ドではA A C ONで速度が30Km／h未満で赤色点灯（アラーム

カット表示）。速度が3 0 km ／h以上で緑色点灯（アラーム O N 表示）。

・ オリジナルポイン ト設定時、警告音のある、なし、消去を表示。

－5 －



荘アラームレベルメーター

レーダー波を受信すると点灯します。登録オービス位置に近づくと全点灯（5 ケ）

します。オリジナルポイント登録点に近づくと登録 したア ドレス表示が点灯し
ます （P 13 オ リジナルポイン ト登録のしかた参照）。

カーロケ電波を受信すると両夕H 貝l」2 個が点滅 します。

・ 丑衛星ランプ（S A T E LL IT 巨）

G P S 電波の受信状態を表示します。

G P S 電波を受信できない場合は消灯（G P S による警告はできません）。

自車位置計算中は点滅（G P S による警告はできません）。

G P S 電波受信、自重位置確定時は、点灯（G P S による警告が可能です）。

・ 甘G P S アラームランプ（G P S ）

登録済みオービス地点またはオ L」ジナルポイン ト登録点に接近すると点灯し、

さらに近づくと点滅します。

⑬ミュー ト／テス トボタン（M U T 巨／丁巨S T ）
警告音のテス トボタン・レーダーまたはG P S による警告音出力中は出力カット。
＊M O D E 位置を、1 ．5 秒以上の長押 しで、オ リジナルポイン トの設定などを行う

モー ドとなる。 （設定モー ド）

＊設定モー ド時、A D R 位置を押すとア ドレス指定。
＊設定モード時、S ∈丁位置を押すと警告音のある／ノなし、登録未消を指定。

⑪・G P S アンテナ部
人工衛星か らのG P S 電波を受信 します。

⑫レーダーアンテナ部
レーダー波を受信します。

⑬取付ステー装着郡

5 ．取付方法

①イ寸属の取付ステーに付属の吸盤を取り付けます。

②本機に、付属の取付ステーを取り付けます。

①

吸盤

取付ステー

＼
⑳

噂）

①

－6 －

蔭

笠収盤により本機をフロントガラスに吸着させて、

※吸盤に水などをつけると

吸着させやすくなります。

宮本体の角度を地面と水平になる

ように調節し告・ドライバーで国定 l 耳
ねじを しっかり国定 して ください。

富・レーダーアンテナ部が進行方向（前方）

を向くように左右角度を缶・ドライバーで
国定 して ください。

（

固定します。

耳・⊂＝

／

貰：・国定ね。＼
耳・国定ねじ

フロ ン トガラス

／

｛

苫

」L⊥ ▲ ＿＿＿

ツメ ◆

？㌍

ヒゴ

※取付ステーを取り夕十すときは、取付

ステーの下側のツメを軽 く押 し下げ

て、横にスライ ドしてください。

●レーダー波受信部やG P S アンテナ郡に、金属や∃、ムなどの障害物がこない場所

に取 り付けてください。

●天空の開いている場所に設置 し、G P S 電波を受信 しやすいようにしてください。

●運転の妨げにならない場所に取り付けて ください。

●取り付けの際に本機が落下 しないようにしてください。

●本体がフロン トガラスに触れないようにしてください。

■■ 6．電源の接続・配線■
エイ寸属のカー電源コー ドにて接続 します。

三本体の電源スイッチはO FFにしておきます。
：芝電源コー ドの L型プラク側を本体の電源

ジャックに差し込み、電源プラク側を車

のシガーライターソケッ トに差し込みます。

耳付属のコー ドクリップのはくり紙をはがし、
配線する場所へ貼り付け、コー ドクリッ

プの満に電源コ¶ ドをはさみ込んで国定
します。

ク

電源ジャック

電源プラク

▲・一′ ▼ y ‾

シガーライターソケ ッ

●シガーライターソケットが汚れていると、接触不良の原因

となりますのでよく掃除をしてから取付けてください。

●カー電源コードは必ず付属のものをこ使用ください。

●電源コードは絶対に途中で切断したり、折り目訓プたり、束

ねたりしないでください。ショート等により、本製品や車

が破損する場合があります。

●接続、配線は運転の支障のない安全な場所を選び、車の
エンジンを切っておこなってください。

－7 －
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7 ．使用方法
1 ．壬菓作方法

（ 1）取 り付けと配線が完了しましたら、視界の広い場

所に華を駐車 し、本体の電源スイッチをO N にし
ます。O N にする と “ピッピッピッ”とアラーム

が3 回眠り電源が入ったことをお知 らせします。

（ 2 ）衛星ランプが点灯することを確認してください。

衛星ランプは最初、消灯 しており、しばらくすると点滅 し

丁巨）虫坦」

その後点灯 します。この間、才芸

塁ランプが点灯するまで3 分程度かかりますが、場合によっては長くなることもあります。こ

のような場合は取り付け場所を変えるか、天空の開いている場所に移動 して、G P S 電波を受

信しやすいようにしてください。特に購入して初めて電源を入れたときや、長時間慣用しな

かったときは、点灯するまでに時間がひひる場合があります。

（ 3 ）レーダー波受信の感度を設定 します。
感度切替スイッチはS U P E R （スーパー）

走行状況にあわせ選択してください。

葦
」＿ ＿＿ ＝＝二＿二三＿二三＿二＿＿＿二＿＿二＿＿：二＿＿＿二」

／N O R M A L （ノーマル）の 2 ポジシ ョンあります〕

・ S U P 巨R（スーパー ）

・ N O R M A 」（ノーマル）

アラーム感度が敏感なポジションです。

高速走行矧 こ適しています。

アラーム感度をスーパーよりやや落としています。

市街地走行に頻繁にアラームが鳴る場合などに

適しています。

（ 4 ）音量の設定
㌦1U T ［／／T E S T ボタンを短く押すとテス トアラームが鳴ります （レ

の警告書が鳴っていないとき）。この∃引こ

音量調節つまみを回し音量を調節してくだ ／√

乱＼ロ（手前に回すと音量刷 ＼さくなります） と
（ 5 ）A A C （オー トアラームカット）の設定 ■・、

ダー波や登録オービス

音量調節つ宗み

本製品はG P Sによる車遠別定により低速走行、停車矧こ警告音カットするA A C（オートアラ
ームカット）機能を有していますので、自動 ドア等 レーダー潰でない天要な警告書をカント

できます。

●使用方法

こ王電源スイッチをA A C ポジションにします。（A A C O N ）

こ己A A C の動作確認

丁重を停車 します （アイドリンク状態）

A A C ／／S 巨丁ランプが ‘＼赤1■で点灯し、警告音をカットします。

車を走行させます。

3（〕km ／／h以上で走行するとA A C ／／S ET ランプが “緑”で

点灯し、警告音はカットされません。

車の速度を落とします

3 0 kr¶／／h未満になるとA A C／／′S ETランプが ■粛てで点灯し

〇N r ⊃ C IN

〇FF 「「 ．ん㍍： ′－‾ヽ

A A C ポジション

警告音をカットします。

含A A C 使用上のご注意

・ A A C がO FF （電源スイッチO N ポジションのとき）のときはA A C 機首巨が働かずA A C ′／／S ［T

ランプは ■橙1 で点灯し、アラームのカットはしません。

・ 衛星ランプが消灯または点滅しているときは、A A C がO N でもA A C 機能は働かずA A C ／／

S E T ランプは “緑”で点灯し、アラームのカットはしません。

－8 －

（ 6 ）レーダー波を受信すると

走行中レーダー波を受信した場合は、警告音およぴレーダーランプ、アラームレベルメータ

ーによりレーダー波の受信をお知らせします。レーダー波が強くなる（発信源に近づく）に

つれて、警告音、アラームレベルメーターが変化します。また、ステルス波を受信した場合

は通常とは異なる警告を行います。

＊ステルス取締機について 他の取締機と同じ電波を使用していますが、事前に探知されな
いように、普段は電波を出さず、日文り締まりのときに、短時間

強い電波を発射して速度を測定する狙い撃ち的な取締方法です。

㊨●霊宝霊室宗法歪芸呈苧密雲宗旨宗主言≡蓋妄雷雲貢．ヲという榊では酌ません－
●三重常の■≡波膏妻1毒 した議会でも、周東の状況など■■こより

ます。

●前方に走行由の要 し亡くに大型妻二・がある‡言合や、コーナ

レ一夕一波の享票真二距離が短くなる場合が禿ります。

●電波式の巨致 ドア等取り柄まウノ一夕一波以列でも同一

、ステルスアラームが溝る項合が面 仁

一、ニ支這でl■よ 宅漉か速断されるため、

同漬数、同一種琵の言渡を便用してい

る機器に反ノ存する二義羊丁が杏仁ますが、喜実作致ではあ仁・ませんので、こ了承くたさい〉

（ 7 ）オービス登録位置に接近すると

本製品にあらかじめ登録されているオービスに近づくと、警告音およぴG P S アラームランプ、

アラームレベルメーターで接近したことをお知らせします。

警告音、警告ランプは走行速度や登録ポイン トに近づく／／／遠ざかるにより、警告方法が少し

異なります。下表を参考にしてください。

※1 デ ィマー とはランプの明るさが弱まる ことをいいます。

⑳●豊富烹悪罵諾 諾 諾浣誤読宕：浣悪貨ノノ㌢実岩下ン諾ES霊芝芸
事いり琶｛ E、高層蓮≦葉物の近く、喜架三三路の下など忘・3 P S 電波を豆信しノにくいことが禿りますゝ

●A A C がO N で童逗 が3ロK汀．／h未満の とき・■芸才ー トアラームカットが倒し1てG P S 警告音 はカッ
トごr します」

－9 －

漂 罵 の レ ー ダ ー 涜 ス テ ノlレス 波

塾二と二二土こ≡≡‾［コ≡コ 言 渡 が 強 く な る に つ れ て ：烏 る 琶 て貢が 王立く 強 い 電 波 を 受 ／吉 し た と き 鳩 つま す 。

な 仁 ま す こ

L■ピ 六 ・ノ

■－ピ ピ

レ 一 夕 ー ⊃ ン プ ■弓 漬 を 受 信 す る と 焉 灯 一

寒 波 の 講 ノ慧 が 最 強 に な る と 点 三．惑。

†．ミ1滋 し ま す 、＝

ノノっ － ム ノ へ 7しメ ー タ ー ≡ ニ長 か 毒害 く な る ■：こつ れ て 譲 指 …勺に ラ ン プ

の 数 が 多 く j‡灯 し ま す －。≡ 波 が 最 強 で ラ

ン プ が 荒 れ る よ う に ′・．1 仁 L ・ま す ご

ラ ン プ が 涜 れ る よ う に 点 灯 しノま す 。

至芸 吉ご・三こ■言き 走 行 遠1芸 日・コくrTソトエ 上 ≡ブラ〕去誓≡へ・5こ■くT ・「天、デ 走 タラ沫 漂 5 k m ′竹 未 満

墾：と二⊥
「－［＝∃

【

12 ロロm ll 匹 接 近 で －、ピ ≡□ 」■■遠 ざ 力、・

る と 指 らな し1

ロ′≒らな し1 二≒らな い

8 0 C・m 以 内 蒜 近 で －－ピ ≡ロ ゾ 遠 ざ か

る 亡 コ去らな し＼・

遠 近 で ‘■亡≡ロリ 還 ざひ

る と峠 らな い

二与らな い

2 ・5 ・□m 以 内
‾Lピ ョ＝ し■■の 鳴 る ㌍ 5声が

朱≡く 右 C 貢 す こ

Llごヨコ ：ノ

三≡くな 〇才す ：：

【甲 S テフラー ム

フン フ

12 C・ロm 以 内 点灯 テ巨灯 三当仁

8 C O m 以 内 只 ズー て「ノ＼＿■ 貢仁

2 5 ロm 以 内 崇涼 モミ庶 ．、／．・こ少二．

アラ ーム ノノベル

メー タ ー 〔そ に

後 デ ノマ ー ニ・染 1

12 C C ・m 以 円

戸ラ ン プ 5二丁全 ノ≒ 灯

l

消 灯 ）∃：し

B C ・O m 以 『
ラ ンプ 5十全 ノ‾三灯 ラ ンプ 5 丁全 点 ノ丁

2 5 C・r¶以 ノ」



（ 8 ）登録されているオービスがレーダー波式の場合は

登録されている取締機がレ一夕一波を発射している場合の警告はと二竺：±堅塁葦星型堅塁亘
るため、G P S 警告音はカットされます。

但し、G P S アラームランプは点灯／／点滅しますのでG P S 警告の確認はできます。

（ 9 ）カーロケ一夕ーシステム電波を受信すると
本製品は、緊急車両 （覆面パトカー、パ トカー等）の‡妄近をお知らせするカーロケ帯受信機

能が搭載されています。カーロケ一夕ー電波を受信すると3 秒間警告音とランプでお知らせし

ますっ

※反応しにくい場合は、反応モー ドニ萱二に設定 してください。

（ 設定方法はP l l反応モー ドを変更する場合参照）

方二百テニ亨＝元 テ古白訂）

■カーロケ一夕ーシステムとは
G P S による位置データーを無線で定期的（間欠）に司令本吉引こ送信するシステム

［：＝：：：＝＝こコ

［二：＝：＝：：：：コ

司令本部
‾「 「 L

この電波を受信して
接近をお知らせします。

／一ニ

ヾ準ps衛星
く覆面パトカー、パトカー等〉

⑳
●カーコケ一夕一塁渡・■ま誓文・■こ発射 していますので、太製三信一意 電波 を妄 言するこ3責ノ㌍だけ≡芭をする
システムとなつています′ノ

●刀一口ケ
●カーロケ

●カーロケ

〔 P l l 、

一夕ー受ノ言範麻は士径数百m 位です。たたし、焉波状況、道許状さ三：こ示つ妄動召る這合こて友ト：・ます
一夕ーシステムは全地域、全室市に導入これているわ：ナで■ま麦り京せんので、こ貢が去∴、豊です

一夕ー受信機能は停止することができます＝

カー＝ケ磯ぎ≡を停⊥する議会参巨．召）

－1 0 －

2 ．各種機能の変更、設定

（ り反応モー ドを変更する場合

本製品はカーロケ一夕ーシステム受信の反応モー ドを変更することができます。状況

にあわせ変更してください。

●設定方法

＜反応モー ドユニ＞・ ‥・お買い上げ時の設定です。

⊥初期化をします。

2

一
l

「

2

一

l

M U T E／T ∈S T ボタンのA D R 位置を押しながら電源を入れます。

（ アラームレベルメーターが左右に点灯します）

“A D R ”位置を押すのをやめます。

（ アラームレベルメー一夕ーが点灯している問に行ってください）

“S E T ”位置を押し続けます。

（ アラームレベルメーターが点灯している問に行ってください）

耳初期化終了したら（アラームレベルメーターが消灯）ボタンを押すのをやめます。

＜ 反応モー ド箸＞……反応モー ドエより反応を鋭くします。

⊥初期化をします。
M U T ∈／T E S T ボタンのA D R 位置を押しながら電源を入れます。

（アラームレベルメーターが左右に点灯します）

“A D R ”位置を押すのをやめます。

（アラームレベルメーターが点灯している問に行ってください）

亘再度 “A D R”位置を押 し続けます。

（ アラームレベルメーターが点灯している問に行ってください）

A 初期化終了したら（アラームレベルメーターが消灯）ボタンを押すのをやめます。

二2）力一口ケ機能を停止する場合

丁初期化をします。

M U T 巨／T E S T ボタンのA D R 位置を押しながら電源を入れます。

（アラームレベルメーターが左右に点灯します）

すさらに “S E T”位置を押し続けます。（A D R位置も押し続けます）

（アラームレベルメーターが点灯している間に行ってください）

む初期化終了したら（アラームレベルメーターが消灯）ボタンを押すのをやめます。

再度 O N にする場合は 上記（1二…の反応モ▼ ドェ・または・ヱ・、どちらかの設定をします。

－1 1 一

カ ー ロ ケ 一 夕 ー 焉 波

こ主要＿±二二亡こ
己ヨ［：コ［∃

カ ー ロ ケ 一 夕一 等 用 ア ラ ー ム が 鳴 ります ＝・（ビ 」ビ 」）

ア ラーム ノベ ルメーター 両 外 側 2 個 が ヶ．烹滅 します ．。



3 J登録されているオービスを区別 し警告をカットしたいとき

本製品はあらかじめオービスポイン トが登録されていますが、（全ポイン ト反応す

る／／高速道路のみ反応する／／／一般道のみ反応する）の3 モー ドを選択できますので

オービスを区別して不要な警告をカットすることができます。

●設定方法

く全オービスに反応〉…お買い上げ矧ま全オービスに設定

・ 電源をO N にする（その他の操作はしない）

く高速道路のみ反応〉※

・ M U T［／T E S T 7ドタンのM O D E位置を押しながら電源をO N にします。

く一般道のみ反応〉

・ M U T巨／T 巨S T ボタンのS E T 位置を押しながら電源をO N にしますこ

解除するには ㌻・ お買い上げ日割こもどす。

一度電源をO F Fにし、再度電源を入れます。

÷本製品では高速道路の指定は下記としてあります。

達矢自動車道 北陸自動車道

東名阪自動車道

関越自動車道 ；中国自動車道

上信越自動車道 ≡山陽自動車道

首都高速道路 米子自動車道

三京浜道路 浜田自動車道

高松自動車道

東京夕†琵自動車道 松山自動車道

中央自動車道 福岡郡市高速

「 霊宝霊芸
九州自動車道

大分自動車道

【W 」

棄三毎北陸自動車道 長崎自動車道

」旦亘堅蔓準些堕
南知多道路

宮崎自動車道

沖縄自動車道

－1 2 －

3 ．オリジナルポイント（ユーザーメモリー）の登録のしかた
本製品はあらかじめ登録して禿るオービス位置の廿こ2［〉ポイント任意に登録することかでき

ます。新設等で本製品に入刀されていないオービス位置や∃的地登録をすれば、あなただけ
のオ リジナルポイ ン トがメモ 1」一でき ます。

できます。警告音 “な し”設定の場合レーダ
淀も≡毒全にキャンセルできます＝

（ 1）登録方法

また、登録点は警告音の “ある’’－な し”を設定

淀もカ ットしますので、∃動 ドア等の不要な毒

1 ．登録したい地点にて車を駐車します。
き「＼

子訂1
二」

喜衛星ランプ・（S A T巨」」lT巨：）点灯

・ このとき、衛星ランプが点灯 していることを確認してください。

消灯、点滅している場合は登録できません。≧二重⊇王≡耳≡頭
ト“ピポポ’とアラームが鳴り設定モ【 ドに入ったことを l

お菜指せします。 戦雲
†叫U Tモ′托釘亘二画 直垂垂直亘；］
・ A D R ノ立置を押す麿にア ドレスが変化します。

アドレスは全部で2 0 あり、アラームレベルメーターで表示されますので登録したいア

ドレスに合わせてください。（下図参照）

このとき、表示ア ドレスに対しA A C′／S 巨丁ランプが消灯している場所を選んでください。

表示アドレス

0

1

－

2

3

4

5

6

7

8

9

1

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ア

ア

ア

ア

ア

ア

ア

ア

ア

ア

幣三彩
山L〃言ノー亡5 T

O・●●●●

●こ●●●

●●こ・●●

●●●ニ！●

●●●● ＝

●＝・0 0・○

・ ○●・○＝・・ニ

○・○・●こノ○

●・ニ

ニ・・0 0・・○・●

アドレス 1 1

アドレス 1 2

アドレス 1 3

アドレス 1 4

アドレス 1 5

アドレス 1 6

アドレス 1 7

アドレス 1 8

アドレス 1 9

アドレス2 0

聖］

☆●●●●
●☆●●●

●●☆●●

●●●☆●
●●●●☆

●☆☆☆☆
☆●☆プァ☆

☆☆●☆☆

☆☆☆●☆

☆☆☆☆●

言占 ■く 三√は芹、三宅

⑳●孟∈完告琵吉富ぎ夏蒜妄宣告言語黒雲諾浣宇㌘㌍豊き諾丁三≡諾雪
ひn 沸点で誉讃しノた可冒引皇が友つます・ニで現在虹の豊還で三吉せん－

こ仁壕合■■ま、AA ＝／S 巨＝丁ランプが三当えるア ドレス：こ移亘ちするひ、オリジナルポイン ト仁：
詳言集足さ賀去を参≠弓L て、山度∴当灯にし；肖云 してひら喜云走 してくださし1。上書きはできま
せん。

●お買い上lナ：早ま洋三・）だ灯：lこ喜宝玉これてし、．示す〔

－1 3 －

；秋田自動車道 名神高速道路
山形自動車道　　　　　　　　　 i 近畿自動車道

常碧自動車道 阪和白動車道

館山自動車道 阪神高速道路

千葉東金道路 第2 神明力］古川バイパス

東関棄自動車道 神戸淡路口鳥戸自動車道



4 M U T E／／T 巨S T ボタンのS 巨丁位置を短く押して登録ポイントでの警告音の ‘rぁる”
■■なし’’を設定します。

S ［T 位置を押す度にA A C ／／／S ET ランプが緑一消灯一赤一消灯一線と変化します。

・ 登録ポイントで警告音を出したい場合は“緑’’に設定してください。

登録ポイントで警告音を出さない場合は “赤りに設定してください。
（ 自動ドア等の不要電波をキャンセルする場合に便利です。） ＼転謬ク

山u rモ′T亡訂‾

！A A C ／S E T ランプ l

；⑳ ：…器妄語雪空某裂完〕諾 雪空笥妄言語頭耳
ピポポ”とアラームが鳴り登諒内容が確定され

土
＼二 夢ク

通常動作モードに戻ります。

小LJT モ′TてST

屯田∋ ●諾≡芸こ器量誓ご琶なにも新しませ化それまでの設訂言全て矧とな＝ 苦とともに元

（ 2 ）オリジナルポイン ト（ユーザーメモリー）の編集及び消去

登録アドレスの設定時、表示アドレスに対し最ネ刀A AC ／／／S巨Tランプが一首 1または一環 に点灯して
いるときは、道三にどこかの地点で登録操作をしたことを示します。ここでの操作は当時の登鐸内
寧を変更したり消去をしますので、登録地点へ行かなくても設定できます′］璽
i ≦‘ピポポ’とアラームが鳴り言提 モードに入ったことをお知らせしますc亘二堕 亘三］
A D R位置を押す恩こ登録アドレスが変化しますので、変更したい場所に合わせます。

（ 表示アドレス番号は（1）・登録方法を参照）

3 ．

S ET 位置を押す度にA A C ／／／S E T ランプが緑一消灯一亮一消灯一緑と変化します。

過去に登録したポイントで警告音の“ある11から‘’なし”に変更したい場合・rま‘‘赤 に設定します。

過去に登涼したポイントで警告音の“なし’から“ある’に変更したい場合は 緑’に設定し表す。
過去に登諾したポイントを抹消したし＼場合はランプを消灯に設定します。

4 ． （ 1．5 秒以上）

“ピポポ■’とアラームが鳴り編集内容が確定され、通常動作モードに戻りますし

唾∋●喜妄言悪習ぎ若聖賢若君驚器 器た姦悪課さ毛諾て石器語漂苦
手乗作を行ってください。

●≒姜定モードで3ロ≠ジ問なにも崇作をしま了んと、それまでの設定は全て無効：こなりブ一 書ととモ
に元の状態に戻ります〔
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3 ）オリジナルポイン ト（ユーザーメモリー）登録位置に接近すると

オリジナルポイン ト登録をした地点に近づくと、警告音およびG P S アラームランプ、

アラームレベルメーターで‡妾近したことをお矢口らせします。

警告音、警告ランプは走行速度や登録ポイントに近づく／遠ざかるにより、警告方法

が少し異なります。下表を参考にしてください。

＊1デ ィマーとはランプの明るさが弱まることをいいます。

㊧
●警告音を “なし”とした場合は音は鳴らず、ランプのみの警告となります。

●A A C がO N で車速が3 0 km／h未満のときはオー トアラームカットが働いてG P S 警告

音はカットされます。

－1 5 －

登録点からの聖離】走行速度 8 0 km ／h以 上 走行速度 5～8 0 kmノ／h未満 走 行速度 5 km 〃「未 満 ■

石質±ヒニ土言 ［コ日

l

1 2 0 0 m 以 叫 接 近 で ；‘ビ ュル リ”

j遠 ざ か ると鳴 らない

鳴 らない 鳴らない

日0 0 m 以 内 モ接 近 で　 ′‘ビ ュル リ” 接近 で “ビ ュル リ” 鳴らない

≧遠 ざかるとロ居らない 遠ざかる と鳴 らない l

2 5 0 m 以 内 接近 で “ビュルリ■■の喋

る間隔が短くなります〔

接近で －－ビュルリ’’の嶋

る皆隔が短くなります。

鳴らない

l

遠 ざ か ると鳴 らない 遠ざかる と鳴 らない ll
：ロSアラーム

プノノ

1 2 0 0 m 以 内
点 灯

消灯 消灯　　　　　　　　 ■

8 0 0 m 以 内 点 灯 点灯　　　　　　　 ・

2 5 0 m 以 内 】点 滅 点滅 点 滅

ノブー⊥ノへ」・・

メーター す↑■・

1 2 0 0 m 以 内 ≡ 消 灯 消 灯

8 0 0 m 以 内 登 録 した ア ドレス表
剋〈　 した ア ドレス 表 ・取録 した 「 ドレス 表 ・

：妻テノマー■■＊ 2 5 0 m 以 内 示 が 点 灯 五重誘 」ノ

示が点灯

呈示ニ′ 」ノ
示 が点灯



4 ．G P S による反応の優先度

本製品はG P S による警報距離範囲に複数の登録点が存在する場合、優先順位を決
めてあります。以下が優先順位でエが一番高いです。

エ■接近するオリジナルポイント登録点（警告音の ■■ある” i一なし’■に無関係）

三遷ざかる警告音 “なし’’としたオリジナルポイント登録点

、苫2 5 0 m 以内にある反応方位内のオ1 ビス登録点（接近／／／遠ざかるに無関係）

耳接近する反応方位内のオービス登録点

≡亘亘）
●オ¶ビス登録点近くにオリジナルポイン ト登録点があるとオービス登録点には反応
しません。

●反応方位とは進行方向に対しての反応角度です。

本製品は±7 0 0 に設定されています。

5 ．その他の機能

●オー トミュー ト機能

レーダー渡受信日寺に最強貢が 1 0 秒続くかレーダー波を 1 5 秒連続で受信すると、

自動的に警告苗の音量が小さくなります。ステルス渡受信の場合は5 秒続くと音量
が小さくなります。

●ミュー ト機能

レーダー及びG P S による警告音が不要になった場合はM U T E／丁巨S Tボタンを押す
と警告音がカットされます。

●オー トデ ィマー

レーダー譲受信時にアラームレベルメーターの全灯が 10 秒続くかメーター点灯が

2 0秒続くと自動的にアラームレベルメーターの明るさが弱まります。

6 ．別売オプション

S T－「 0 （盗撮防止ス トロボ付ステー）

●赤外線ス トロボ発光することにより、赤列線カメラがハレーションを起こし、

盗撮を防ぎます。
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8 ．使用上のご注意
●本製品はG P S 電波が受信可能な場所に設置して下さい。また地理的状況などにより、

G P S 電波を受信しにくい時や、受信できない場所があります。（トンネルの中、高
層ビルに囲まれた場所、高い樹木に囲まれた場所、2 ～3 層の構造の道路の下など）

●本製品はレーダー波を使用 していないオービス取り締まり機（ループコイル式、LH
システム、光電管式）をG P S 測位機能で検知、警告します。G P S 電波を受信でき

ない状況下では、レーダー探知機郡のみの機能となります。
●金属コーティングなどの断熱ガラスを使用している車はG P S 電波を受信しにくい場

合があります。
●オービス登録点は常に最新データを登録しておりますが、諸般の事情により万一、

位置ズ レ、新設・廃止等による位置データの冥差が生じた場合は、お手数ですが、
お客様こ白身によるオリジナルポイン ト登録で対応 していただき、安全運転される
ことをお願い申し上げます。

●初めて琶源を入れたとき、アラームレベルメーターが左石に往復 して点灯する場合
があります。これはセッ トの初期化を行っているので故障ではあ りません。あまり

頻繁に初期化を行うようであれば、内部のハ ックアップ用のバッテリーが減ってい
る場合が考えられます。この場合は 10 時間以上通電状態として内部バッテリーを充

電して下さい。

※A D R 位置を押しながら電源をO N すると強制的に初期化が行われます。この時、

衛星軌道・】l看報や位置情報等がクリアされるので自華位置が確定するまで時間がかか
ります。（オリジナルポイン ト登録点はクリアされません）
●G P S レシーバーは非常に精密な部品によって構成されています。本体の熱が上昇す

ると最初の衛星が捕捉 しにくくなり、自重位置確定に時間がかかります。場合によ
っては故障することもありますので、真夏など停車中にセッ トのう屈度が上昇する事

が予想される場合は断熱シー トをかぶせたり、温度の上がりにくい場所に本製品を
移動 してください。

●本製品は電源をO F FとしてもG P S 衛星軌道情報やラス ト位置等がハックアップされ
ます。次に 電源をO N とする場所がラス ト位置と大きく異なると衛星捕捉に時間

がかかり、自車位置確定までに時間がかかります。したがいまして、電源がO F Fの
まま、車両を移動することは好ましくありません。

●衛星ランプが消灯または点滅している状態で高速走行をすると自車位置確定までに
時間がかかる 場合があります。衛星ランプが点灯 しない場合は一度車を停車 して

衛星ランプが点灯 してから走行してください。
●高速道路上に設置されているオービスの側道等を走行中も、G P S による警告を発し
ます。これ は登録ポイン トに近づいている為で誤作動ではありません。

●本製品は日本国内で正常に動作 します。日本以列の国ではG P S 動作が保証列となり
ます。またレーク【 周波数が異なる場合があります。

●本製品はG P S による誤作動対策の “G P S 対応”とは違います。
●本製品を取り付けての走行中のスピー ド違反に関 して、弊社は】切の責任を負いま

せん。交通事故を避けるために安全運転を心掛けて下さい。
●仕様および外観の一部を予告なく変更する場合があります。
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ー9 ．故障とお考えになる前に・－

こ使用中に異常を感じた時は、故障と思われる前に下記の点をお確かめください。

症状 原因

r 電源が入らない ●本体の電源ジャックにしっかりと差し込まれていない。

●シガーライターソケットの汚れによる接触不良

（ 2 ～3 回まわしながら差し込んでください。）

●シガーライターソケットに電源がきていない。

（ シガーライターを差し込んで赤熱することを確認してく

ださい。）

●シガーライタープラクのヒューズが切れている。

（新しいヒュ＝ズと交摸してください。）

取り締り機に接近

しても反応しない

●G P S 電波を受信していない。

（ 衛星ランプが点灯していますか）

●本製品に登録されていないオービス、またはスピー ド取り

車のキーを抜いても

電源が切れない

●華のキーを抜いてもシガーソケットの電源が切れない車が

あります。

（ 長持問運転しない場合はプラクを抜いてください）
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G P S 郡

1 0 ．主な仕様

警報反応
位置表示 アラームレ／ベルメーターで表示

アラーム菖 緊急警報距離になるとピッチ変化

レーダー部

ブザー音

項目 条 件 l 規 桔 ： 備 考

ダブルスーパーヘテ ロダイン

カー ロケ一夕一部 4 0 7 7 M H z帯の1波

－1 9 －

2　　　　　 1 締り機でないシステム （N システム等）である。

l （取 り締 り機で反応 しない場合はオ リジナル ポイ ン ト登録

をおすすめ します）

取 り締ま り以外で　 ∃・取 り締 りレーダー波以外 こも同 じ周波数のマイクロ波を便

2 警告音が鳴る　　 l 用 している機器の影響

項　 目　 萱　　 条　 件 規　　　　　 格 備　 考

l 受 信 郡

l

受信周波数　 ；1．5 7 5 4 2 G H z

追 尾コー ド　 ；C ／A コー ド

受信チ ャンネル 1 2 チ ャンネル／パラ レル

メ　 モ　 L」

、、 炎ハ　 ・登録数 約 6 0 0 箇所　　　　 ：

オーヒス足芸東川、 登録種笑頁
■レーダー、ループ R O M に 国人E

ユーザー登録点 喜最大登録数 2 0 ポイン ト 害操可能R O M

！警報距離

l

一般警報距離
．8 0 km ／h以上 1 2 0 0 m

8 0 km／h未満 8 0 0 m

…反応方位 ；進行方位 と設置方位 とが± 7 0 度以内　　 登録オー ビス

受信周波数

L＿＿＿＿＿

×ハ ン ド　　　　 1 0 ．5 2 5 G H z
× 、K 自動牌」別

K ハ ン ド　　　　 2 4 ．1 5 G H z

毒受信感度
×バ ン ド　　　　 ー‾－：－9 5 d B m 以 下　 ノーT J －9 2 d B m 以 下

K バ ン ド　　　　 ー‾十－9 0 d B m 以 下　 ノー7 ／－8 7 d B m 以 下

■　 蔓塁二∠士二二亡こ
言 ⊂コ　 日

レーダー渡　　 アラーム音 1 （信号強度にてピッチ変化） i

ステルス波　　　 アラーム音 2 （信号強度にてピッチ変化）

警告表示 」E D 5 点バー クラフ （信号強度にて変化）

：A A C 機 能 G P S 衛星捕捉時 3 0 km′／h未満走行で作動 】1



共通部
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保証 規 定
1 ．保証期間内（お買い上げ日より1年間）に、正常な使用状態rこおいて万一故障

した場合には無料でご修理いたします。

2 ．保言正期間中に修理を依頼される場合は、本機に保証書を漂えて、お買い上げ

販売店にお持ちください。

3 ．修理品のこ持参・お持ち帰り時の交通費および諸経費は、お客様のご負担と

なります。

4 ．次のような場合には保言正期間内であっても有料修理となります。

（ イ）使用上の誤り、本機に改造をカロえたことによる故障、またはお買い上

げ店以外で修理されたことによる故障や損傷

（ □）お買い上げ後の輸送、移動、落下などによる故障や損傷

（ ハ）火災、地震、水害、公害、規定外の電源（電圧・周波数）の使用、そ

の他天災地変などによる故障および損傷

（ 二）保言正吾のこ提示が無い場合

（ ホ）保証書の指定事項の未記入、あるいは字句が書き替えられている場合

5 ．修理のとき一部代替部品を使わせていただくことや、修理が困難な場合には、

同等品と交換させていただくことがあります。

6 ．本保証書は、日本国内においてのみ有効です。

修理メモ

動作王買境
■保存温度　　 l－ 2 0 0c ～ ＋ 7 0 ‥c

使用温度 ■－ 1 0 Gc ～ ＋ 6 0 ℃

l
j 電　 源

電圧 D C 1 2 V ～ 2 4 V　　　　　　　　　　 ．　　　　 ；

而ニ＝二巳邑ノノlし 1 5 0 m A l
l

i 質　 量 i8 0 g
l

；サ イ ズ ；本体 （mm） ！7 4 （W ） ×2 4 （H ） × 10 6 （D ） 突起部含まず


